
Voｌ.

福
ふくち

智

７世代 CAMP
  代表 日髙 将博さん

福智町市場で「７世代先まで自

然と想いを繋ぐ」をモットーに7

世代CAMPを経営する日髙さ

ん。「キャンプ初心者でも楽しめ

るプランもありますし、 飲食の提

供やキャンプ道具の貸出なども

行っています。 このキャンプ場を

通じて福智町の魅力を感じていた

だきたいです」と目を細めました。

2023.12
び と

●福智町で活躍する「仕事人」を紹介！

09

26

第75回人権週間

人権週間12月４日月～10日日 です。

「誰か」のこと じゃない

国際連合は1948年（昭和23年）12月10日、世界における自由、正義及び平和の基礎である基本的人権を確保するために、
世界人権宣言を採択しました。また、1950年（昭和25年）12月４日の国連総会で、12月10日を「人権デー」と定めました。

12月４日月～15日金 の期間中に福智町の小・中学校、義務教育学校の児童・生
徒たちが作成した、人権作品を下記の施設で展示します。

▶ 金田分館　　　：金田義務教育学校 前期・後期課程
▶ 中央公民館　　：市場小学校 / 上野小学校 / 赤池中学校
▶ 方城分館　　　：弁城小学校 / 伊方小学校 / 方城中学校

福智町の児童・生徒たちの「人権作品」を展示します！

人権作品のお問い合わせ先：生涯学習課 人権同和教育係 ☎ 28-4100

権とは、この世に生きる全ての人は、性別、国籍、年齢を問わず生まれながらにして、かけがえのない価値を持っ
ています。同時に、一人ひとりがみな「人間らしく生きる権利」を持っています。この権利は平等であり、決して

奪うことはできません。この権利を社会全体で守り、尊重することによって、より多くの人々が平和に、そして自由に
暮らせる社会が築かれるのです。この人間のための権利、それが「人権」です。

人

・インターネット上の部落差別の深刻化
・結婚差別、就職差別、差別発言等

●部落差別問題（同和問題）

・感染症に関する知識や理解の不足から生じる
感染症患者に対する差別やプライバシーの侵害

●感染症患者

・子育て機能の低下
・地域とのつながりの希薄化
・児童虐待の増加

●子ども

・高齢者を取り巻く状況の複雑化
・高齢者の権利侵害事象の発生

●高齢者

・周囲の無理解や偏見による孤独や生きづらさ
・性的指向や性自認を理由とする不当な差別

●性的指向及び性自認
・他人への誹謗中傷
・偽・誤情報の掲載と拡散

●インターネット

・障がいのある人に対する誤解や偏見
・障がいのある人に対する差別的な発言

●障がいのある人

・ヘイトスピーチの深刻化
・住宅や就労などの差別
・外国人住民の社会参加支援の必要性

●外国人

・雇用分野における男女間の格差
・セクシュアル・ハラスメント
・配偶者等からの暴力、ストーカー行為等

●女性

・身体的被害、財産的被害
・うわさや中傷、偏見等による精神的苦痛

●犯罪被害者等

・生活困窮者
・ホームレス
・北朝鮮当局による拉致被害者等

●様々な人権問題
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▶今回、「文化祭」「飯土井・
稲荷神社神幸祭」「花火アー
トイリュージョン」などたくさ
んのイベントに取材をさせて
いただきました。それぞれ
のイベントに人 の々熱き想い
があり、その想いが形となり
人 を々感想、魅了するのだ
と思いました。今月号はそ
うした人々の熱い想いがた
くさん詰まった素敵な広報
紙となっております。（和佐）

▶今まで先輩の助言をあて
にしていた弱い自分を見つめ
直し「この特集は、自分の力
で作り抜く」という決意を込
め今月号の特集に取り組み
ました。編集途中、不安に
押しつぶされそうになりま
したが、夫や仲間に支えら
れ、無事完成することがで
きました。感謝、感謝です。
この経験を糧に、今後も励
んできたいと思います（仮屋）

※原稿どおりに掲載しています。
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